
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目〉貨客船、大阪商船所属、2,143総トン、2,H8重量 トン、

主機三達成汽機 1基、出力21737馬力、最高速力143ノ ット、旅客

定員1等10名、2等30名、3等248名、1906年三菱長崎造船所建造鉄嶺丸

明治期の大連航路で

活躍 した薄命の客船
(上)晩 年の須川邦彦

(下)三 菱長崎造船所の飽の浦犠装岸壁に着岸した

鉄嶺丸 (写真提供 。三菱重工業長崎造船所)

船
医
が

い
な

い
客
船

で
お
産

卑
近
な
話
題
だ
が
、
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、

航
海
中
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え

な
い
。
予
定
月
が
近
い
女
性
客
は
未
れ
な
い
か
ら
だ
。

欧
米
の
ク
ル
ー
ズ
各
社
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
み
る

と
、
妊
娠
二
十
人
週
目
あ
た
り
が
乗
船
可
能
な
限
界

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
船
の
場
合
は
、
船
客
の
大
半

が
シ
ル
バ
ー
層
だ
か
ら
起
こ
り
え
な
い
が
。

昔
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

単
位
で
乗
船
す
る
移
民
船
で
は
、
船
内
出
産
は
日
常

茶
飯
事
だ
っ
た
。
だ
か
ら
大
阪
商
船
の
南
米
移
民
船

に
は
、
診
療
室
や
病
室
の
ほ
か
に
、
出
産
室
が
あ

っ

た
。
船
医
や
宕
護
婦
も
乗
り
組
ん
で
い
た
。

だ
が
、
船
医
が
い
な
い
客
船
で
お
産
が
あ

っ
た
と

き
に
は
、　
一
体
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
等
航
海
士
が
赤
ん
坊
を
取
り
上
げ
た
実
例
が
あ

る
。
明
治
末
年
の
こ
と
。
大
連
航
路
の
定
期
船

「鉄

嶺
九
」
（て
つ
れ
い
ま
る
）
で
起
き
た
お
産
だ

っ
た
。

助
産
婦
役
を
つ
と
め
た
の
は
、
の
ち
に
東
京
高
等
商

船
学
校
の
技
長
に
な
る
須
川
邦
彦
で
あ
る
。

産
婦
は
二
等
船
客
。
郷
里
の
佐
賀
に
帰
る
若
い
女

性
だ
っ
た
。
急
を
き
い
て
須
川
が
か
け
つ
け
た
と
き

に
は
、
す
で
に
女
の
子
を
出
産
し
て
い
た
。

早
速
、
へ
そ
の
緒
を
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
な

に
せ
未
経
験
。
ど
こ
で
切
る
の
か
長
さ
が
わ
か
ら
な

い
。
や
む
な
く
十
五
セ
ン
チ
あ
た
り
を
細
い
麻
糸
で

■ ■



結
び
、
そ
の
先
を
医
用

ハ
サ
ミ
で
切

っ
た
。
そ
し
て
、

大
桶
を
厨
房
か
ら
運
ん
で
産
湯
を
使
わ
せ
た
。

へ
そ

の
結

の
長

さ
を
気

に
病

む

女
の
子
は

「名
美
子
」
と
命
名
さ
れ
た
。

此
姉
の
布
】
で
須
川
が
名
付
け
期
に
な

っ
た
。
波

の
上
で
生
ま
れ
た
か
ら
名
美
子
。
最
初
、
「鉄
嶺
九
」

に
ち
な
ん
で

「欽
子
」
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
「
な

ん
だ
か
色
が
早
く
て
、
お
ま
け
に
強
情
ら
し
く
聞
こ

え
る
か
ら
ダ
メ
だ
」
と
皆
に
反
対
さ
れ
た
。

と
も
あ
れ
、
黙
人
に
し
て
は
沈
着
な
医
療
処
置
だ

っ
た
。
が
、
ひ
と

つ
だ
け
問
題
が
あ

っ
た
。

へ
そ
の
結
の
長
さ
で
あ
る
。
門
司
に
入
港
後
、
検

技
医
に
き

い
た
ら
そ
の
十
分
で
十
分
と
い
う
。
女

の

子
だ
し
、
山
べ
そ
に
な

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
須
川

は
そ
の
後
、
何
年
も
こ
れ
を
気
に
病
ん
だ
。

■
卜
人
年
後
、
こ
の
話
が
雑
誌

『主
婦
の
友
』
に

載

つ
た
。
や
が
て
、
結
婚
し
て
四
人
の
母
に
な

っ
て

い
た
名
美
Ｆ
さ
ん
か
ら
手
紙
が
き
た
。

「
長

い
問
ご
心
配
下
さ
い
ま
し
た
そ
う
で
恐
れ
入
り

ま
す
。
子

い
に
出
べ
そ
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
ら
、

ど
う
ぞ
ご
安
心
ド
さ
い
ま
せ
」
と
あ

っ
た
。

母
校
の
先
生
に
な

っ
た
須
川
船
長

須
川
邦
彦
は
東
京
の
生
ま
れ
。
南
船
学
校

（の
ち

の
東
京
高
等
南
船
学
校
）
を
卒
業
し
た
の
ち
大
阪
商

柿
に
入
り
、
航
ル
■
、
次
い
で
船
長
と
し
て
波
の
上

で
本
ら
し
た
。

巾
年
に
な

っ
て
恥
を
下
り
、
商
船
学
校
の
先
生
に

転
身
。
最
後
は
校
長
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お

れ
が
好
き
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
、
ル
で
働
く
人
々

に
会

い
、
れ
を
語
り
合

っ
た
。

晩
年
は
自
分
の
体
峡
を
執
筆
し
、
ル
の
魅
力
を
を

い
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
を
仕
事
に
し
た
。
『船
は

生
き
て
る
』

『海
之
信
仰
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
こ

と
は
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
だ
ろ
う
。

体
験
談
で
は

「
エ
ム
デ
ン
」
の
話
が
面
白

い
。
第

一
次
大
戦
中
イ
ン
ド
洋
に
出
撃
し
、
通
商
破
映
戦
で

猛
成
を
ふ
る

っ
た
ド
イ
ツ
の
巡
洋
帖
で
あ
る
。

須
川
船
長
が
指
揮
す
る

「
馬
来
九
」
（ま
れ
い
ま

る
）
は
こ
の
と
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

マ
ラ
ッ
カ

海
岐
を
北
上
、
ス
ウ

ェ
ッ
テ
ナ
ム
を
経
て
ペ
ナ
ン
ヘ

向
か

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
エ
ム
デ
ン
」
が
ペ
ナ

ン
を
製
畔
し
た
翌
日
、
同
港
に
入
港
し
た
。

ス
ウ

ェ
ッ
テ
ナ
ム
で
一象
雨
に
道

っ
て
荷
役
が
で
き

ず
、
出
航
が

一
日
遅
れ
た
た
め
、
危
う
く
難
を
逃
れ

た
の
で
あ
る
．
「
ヽ
米
九
」
に
は
無
線
電
信
機
が
な

い
の
で
、
「
エ
ム
デ
ン
」
の
情
報
が
入

っ
て
い
な
か

っ
た
。
述
不
運
の
分
か
れ
Ｈ
は
紙

一
モ
だ
。

有
名
な

「
キ

ヤ
プ
テ
ン
　
モ
リ

（森
勝
衛
と

は

当
時
、
「馬
米
九
」
の
三
年
航
海
士
だ

っ
た
。
森
船

長
の
伝
記

『キ
ャ
プ
テ
ン
森
勝
術
』

（日
本
加
手
広

報
協
会
）
に
も
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

大
連
航
路
用
の
最
初
の
新
造
船

「飲
嶺
九
」
の
話
題
に
移
ろ
う
．

後
年
、
日
本
と
―――
油
州
を
結
ぶ
米
件
ル
ー
ト
と
な

る
大
連
航
路
は
、
日
露
戦
争
中
に
大
阪
商
船
に
よ

っ

て
開
設
さ
れ
た
。
最
初
は
小
理
の
セ
コ
ハ
ン
船
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
戦
後
、
通
信
省
の
命
令
航
路
に
な

る
と
、
千
五
百
ト
ン
型
に
交
替
．
続

い
て
大
連
航
路

用
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
，
■
ト
ン
州
の
新
辻
船

「
鉄

嶺
丸
」
と

「
開
城
丸
」
が
就
航
し
た
。

「鉄
憤
九
」
は
貨
ｉ
得
従
の
貨
客
船
で
、
い
客
は
　
、

二
、
三
年
合
わ
せ
て

ｉ
百
名
足
ら
ず
．
定
員
が
い
ち

ば
ん
多

い
三
寺
客
〓
は
、
船
首
寄
り
の
二
番
船
倉
上

方
の
■
Ｗ
杖
に
あ

っ
た
。
前
述
の
お
た
■
件
で
須
川

一
等
航
海
士
が
省
開
し
た
の
は
、
こ
の
エ
リ
ア
で
あ

る
。
名
美
子
さ
ん
は
、
客
室
前
方
の

一
呑
中
甲
板

の

ハ
ッ
チ
カ
バ
ー
の
に
で
仕
ま
れ
た
。

大
運
航
路
船
の
各
室
が
良
く
な
る
の
は
、
五
千
ト

ン
型
の

「
は
る
び
ん
九
」
か
ら
で
あ
る
。

航
路

の
性
格
Ｌ
、
「鉄
嶺
九
」
に
は
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
利

用
が
多
か

っ
た
。
伊
藤
博
文
が

ハ
ル
ビ
ン
駅
で
暗
殺

さ
れ
た
と
き
も
、
こ
の
作
に
来
研
し
て
い
る
。

「鉄
嶺
丸
」
は
薄
命
だ

っ
た
。
稼
働
生
江
は
わ
ず
か

四
年
し
か
な

い
．
お
に
事
件
の
■
年
後
、
帰
航
使
で

朝
仲
半
ら
の
高
西
沖
を
航
行
中
、
泄
み
と
北
人
の
た

め
座
硫
し
沈
没
．
船
長
を
合
む
捕
容
　
船
員
人
十
四

名
が
い
と
運
命
を
と
も
に
し
た
。
山
口
　
迪
生
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